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はじめに 

キタミ80フットボールクラブでは、活動中における災害発生時の部員たちの保護を目的として、 

本災害発生時対応マニュアルを作成しました。 

 

発生が予測できない事態が起こった場合、部員たちを指導しているコーチ陣と、保護者の役

割を明確に決めておくことで、混乱のない安全な避難誘導を行います。 

 

想定として、喜多見小学校での通常練習時及び試合中の地震発生時(A)、落雷及び 

大雨等の発生時(B)。遠征及び合宿など郊外での活動中の(A)、(B)の対応を記載してい

ます。 

 

本マニュアルを熟読し、緊急の場合のご対応をお願いいたします。 

 

2016年 

キタミ80フットボールクラブ 

1 

監督 

学年別チーフコーチ 学年別サブコーチ 

部長 副部長 学年別トップ 学年別サブ 保護者 

学年別アシスタントコーチ 

キタミ80FC連絡体制図 

喜多見小学校への連絡 

お手伝い保護者（付添い含む） 



地震発生時(A) 



キタミ80活動中の災害発生時対応役割分担 

A.地震発生時 （震度4～5以上を検知した場合） 

・チーフコーチ  ⇒一旦練習を中断し、サブ（アシスタント）コーチに部員たちの避難誘導を指示。 

  ⇒情報収集し、必要な場合は監督・部長・当該学年トップに状況を連絡。 

  ⇒トップからの各家庭の状況を共有、対応を決定する。 

  ⇒監督、部長との連携及び協議。報告。 

・サブ（アシスタント）コーチ ⇒部員達を安全な所に集める。（安全確保） 

     ※基本的に校庭中央。但し仮設校舎との距離を取る。 

  ⇒チーフコーチの指示に従い行動。及び部員たちから目を離さない。 

・当該学年トップ  ⇒活動中の部員の保護者に学校に迎えに来てもらうよう要請。 

  ⇒各家庭の状況を、現地のチーフコーチにコールバック 

・監督  ⇒状況を把握し、現地と連携して対処する。 

  ⇒全コーチに連絡し、現地へのサポート体制を構築する。 

  ⇒部長と連携・情報共有し、小学校への報告などの対応をする。 

・部長  ⇒規模により、その時点で活動していない学年の各トップに連絡。 

  ⇒状況が重大な場合は、トップへの連絡後、クラブツイッターまたはフェイスブック 

  （※新規登録希望）に現地状況を書き込む。 

  ⇒小学校への連絡など監督のサポートをする。 

・連絡を受けた各トップ ⇒保護者連絡網にて緊急連絡を回す。 

    ⇒不在もしくはつながらない場合は、留守電に残すなどしてそのあとの保護者に 

    確実に連絡する。 

 

・・活動中のコーチは、状況（ある程度の期間避難が必要な場合等）により喜多見小学校内で部員を保護。 

 警備さんと避難場所のすり合わせをする。 

   ※勝手に部員だけで帰宅させない。 

   ※小学校側（校長・副校長等）へ報告。※要打ち合わせ 

・・保護者が迎えに来た部員は、保護者とともに帰宅させる。 

   ※被害が甚大な場合や長期化する場合は、広域避難規定（？）に準じる。 

・・保護者不在などで連絡がつかない部員は、チーフコーチ、アシスタントコーチが保護を継続。 

 ※保護者同士の預かり合いなどの話ができている場合は要検討。 

・・全コーチは監督からの連絡を受け、できる限りのサポートをする。 

基本的にチーフコーチが初期主導します。 
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1.通常練習及び練習試合時（喜多見小学校） 



地震発生 

チーフコーチ 
不在の場合はサブコーチ 

サブ（アシスタント）コーチ 
不在の場合はチーフコーチが兼務 

練習中断・部員を安全な場所に避難、保護 情報収集※次頁参照 

練習再開 問題ない規模の場合 

避難が必要な場合 練習中止・安全確保 

当該トップ 監督 部長 

各学年トップ 

全コーチ 当該保護者 

一時避難場所決定 
※学校との事前協議 

移動・保護 
監督 

当該トップ 

部長 

各保護者 

ここが一番重要です！ 

規模により報告 

規模により報告 

規模により報告 

速やかに連絡 

学校までの迎えを要請 

連携 
連携 

連絡 

連絡 

連絡 

帰宅 保護継続 

状況により応援 

中止・避難指示 

＜A.対応フロー＞ 

Twitter or fb 

連携 

練習中 

コーチ間で連絡を取り合い、バックアップおよびサポートしてください。 

警備さんと相談 

監督or部長から 
学校側に報告 

キタミ80活動中の災害発生時対応フロー 
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スムーズな役割分担を！ 

子どもたちの安
全を再優先に、
的確な判断を！ 



5 

災害時の情報収集方法（世田谷区内） 

※世田谷区HPより転載 

＜参考＞ 

世田谷区防災・災害対策HP 

http://www.city.setagaya.lg.jp/kurashi/104/141/index.html 



6 

地震危険度マップ 
喜多見小学校周辺は、地震による揺れによって建物に被害が生じる危険度が4～5となって 
います。校外への避難誘導時には充分注意してください。 

※世田谷区HPより転載 
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揺れやすさマップ 
喜多見小は、世田谷区内を震源とする直下型地震（想定ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ6.9、震源の深さお 
よそ10Km）が発生した場合の震度が6程度になると予想されています。 

※世田谷区HPより転載 



落雷及び大雨等の 
発生時(B) 



B.落雷及び大雨等発生時 （落雷及び大雨注意報等が発令された場合を含む） 

・チーフコーチ  ⇒一旦練習を中断し、サブ（アシスタント）コーチに部員たちの避難誘導を指示。 

 ※落雷の場合 ⇒練習中止。 

 ※大雨の場合 ⇒練習中断。状況を見て中止または再開。 

  ⇒判断結果をトップに連絡。 

  ⇒中止後状況が好転しないようであればトップに連絡し、保護者に迎え 

    に来てもらうよう連絡。 

  ⇒部員全員が帰宅するまで保護。 

・サブ（アシスタント）コーチ ⇒部員達を安全な所に集める。（安全確保） 

     ※基本的に校舎内。⇒事前の学校との取り決めが必要。 

・当該学年トップ  ⇒チーフコーチの判断結果を各家庭に連絡。 

  ⇒中止後状況が好転しない場合、チーフコーチからの連絡により、保護者に 

    学校に迎えに来てもらうよう要請。 

  ⇒各家庭の状況を、現地のコーチにコールバック 

・監督  ⇒状況を把握し、現地と連携して対処する。 

  ⇒状況により、全コーチに連絡し、現地のサポート体制を構築する。 

  ⇒部長と連携・情報共有し、小学校への報告などの対応をする。 

・部長  ⇒状況が重大な場合は、トップへの連絡後、クラブツイッターまたはフェイスブック 

  （※新規登録希望）に現地状況を書き込む。 

  ⇒小学校への連絡など監督のサポートをする。 

 

・・活動中のコーチは、状況（ある程度の期間避難が必要な場合等）により喜多見小学校内で部員を保護。 

 警備さんと避難場所のすり合わせをする。 

   ※勝手に部員だけで帰宅させない。 

   ※必要に応じて、小学校側（校長等）へ報告。※要打ち合わせ 

・・保護者が迎えに来た部員は、保護者とともに帰宅させる。 

   ※被害が甚大な場合や長期化する場合は、広域避難規定（？）に準じる。 
■荒天時の判断目安(※参考：気象庁より) 

雨量／
時間 

予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 野外の様子 車に乗っていて 災害発生状況 

10～
20mm 

やや強い ざーざーと降る 
地面からの跳ね返りで足
元がぬれる 

地面一帯に水溜り
が出来る 

長く続くときは注意が必要 

20～
30mm 

強い どしゃ降り 傘をさしてもぬれる 
ワイパーを速くしても見づ
らい 

下水、小さな川があふれ小 
規模な崖崩れが起こる 

30～
50mm 

非常に強い 
（暴風雨） 

バケツをひっくり返したよ
うに降る 

傘はまったく役に立たなくな
る 

道路が川のようにな
る 

ハイドロプレーニング現象
が起こる 

山崩れ、崖崩れが起こり、危険地帯では
避難準備が必要 

50～
80mm 

滝のように降る 視界が悪くなる 多くの災害が発生する 

キタミ80活動中の災害発生時対応役割分担 
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落雷または大雨発生 

チーフコーチ 
不在の場合はサブコーチ 

サブ（アシスタント）コーチ 
不在の場合はチーフコーチが兼務 

練習中断・部員を安全な場所に避難、保護 情報収集 

練習再開 

止んだ場合 止まない、弱まらないなど避難が必要な場合 

練習中止・安全確保 

当該トップ 監督 部長 

全コーチ 各保護者 

一時避難場所決定 
※学校との事前協議 

移動・保護 

当該トップ 

ここが一番重要です！ 

規模により報告 
速やかに連絡 

学校までの迎えを要請 

連携 連携 

連絡 

帰宅 保護継続 

状況により応援 

中止・避難指示 

＜B.対応フロー＞ 

Twitter or fb 

連携 

練習中 

コーチ間で連絡を取り合い、バックアップおよびサポートしてください。 

警備さんと相談 

監督or部長から 
学校側に報告 

落雷 大雨 

即時中止！屋内への避難 

速やかに連絡 

キタミ80活動中の災害発生時対応フロー 
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子どもたちの安
全を再優先に、
的確な判断を！ 
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洪水ハザードマップ 
喜多見小学校は、洪水時に1.0～2.0mの浸水の可能性があるため、洪水が発生した場合 
は、下記洪水ハザードマップを参考に避難してください。 

※世田谷区HPより転載 



遠征時の(A)(B) 



2.遠征時（合宿時含む） 

A.地震発生時 （震度4～5以上を検知した場合） 

・チーフコーチ  ⇒試合等の中断を主催者に相談し、サブ(アシスタント)コーチに避難誘導を指示。 

  ⇒現地主催者と協議、避難場所・対応などを決定。 

  ⇒情報収集し、必要な場合は監督・部長・当該学年トップに状況を連絡。 

  ⇒監督、部長との連携及び協議。報告。 

  ⇒被害状況を確認のうえ、帰宅方法、経路の計画を立て各所と交渉する。 

・サブ（アシスタント）コーチ ⇒部員達を安全な所に集める。（安全確保） 

     ※基本的にグランド（校庭）中央。 

   ※河川敷の場合、土手などの高いところに。 

   ※海に近いところではとにかく海から離れ高いところへ避難。 

   ※現地での誘導があれば指示に従う。 

  ⇒チーフコーチの指示に従い活動。及び部員たちから目を離さない。 

・付添い（主連絡係）  ⇒チーフコーチからの指示により、トップに連絡。 

   ※現在地・現状（けが人、行方不明者、健康状態、避難状況） 

     帰宅見込み・現地主導者名（組織） 

・活動中の学年トップ  ⇒遠征中の部員の保護者に連絡。状況を伝える。 

  ⇒各家庭の状況を、現地の付添いにコールバック 

・監督  ⇒現地チーフコーチと連携。正確な状況把握。 

  ⇒全コーチに連絡し、現地へのサポート体制を構築する。 

  ⇒災害規模、余震の見込みなどの情報を収集。展開。 

  ⇒部長と連携・情報共有し、必要に応じて小学校への報告などの対応をする。 

・部長  ⇒状況が重大な場合は、クラブツイッターまたはフェイスブックに現地状況を 

                    書き込む。 

  ⇒小学校への連絡など監督のサポートをする。 

   

・・帰宅困難になった場合は、現地の避難所などに全員で移動。 ※子供同士には手をつながせる。 

・・チーフコーチ、付添代表がペアになり現地各所と交渉、避難所確保、トイレ等確認に務める。 

・・アシスタントコーチと他の付添は、常に部員に目を配り健康状態も含めケアに務める。 

・・避難所に入った場合は現地の指示に従い行動する。（自分たちだけの買い占めなどは留意する） 

基本的にチーフコーチが初期主導します。 
サブ（アシスタント）コーチ、付添いが協力しあって対応します。 

キタミ80活動中の災害発生時対応役割分担 
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B.落雷及び大雨等発生時 （落雷及び大雨注意報等が発令された場合を含む） 

・チーフコーチ  ⇒試合等の中断を主催者に相談し、サブ(アシスタント)コーチに避難誘導を指示。 

 ※落雷の場合 ⇒試合中止。※主催者と協議 

 ※大雨の場合 ⇒主催者と協議の上中断。状況を見て中止または再開。 

  ⇒結果をトップに連絡。 

・サブ（アシスタント）コーチ ⇒部員達を安全な所に集める。（安全確保） 

     ※校舎内などの屋内もしくは車内。 

・付添い  ⇒部員たちのケアをする。 

  ⇒中止や避難が必要な状況の場合、トップに連絡。 

・活動中の学年トップ  ⇒付添からの情報を各家庭に連絡。 

  ⇒各家庭の状況を、現地の付添いにコールバック 

・監督  ⇒状況を把握し、現地と連携して対処する。 

  ⇒部長と連携・情報共有する。 

・部長  ⇒状況が重大な場合は、トップへの連絡後、クラブツイッターまたはフェイスブック 

  （※新規登録希望）に現地状況を書き込む。 

  ⇒小学校への連絡など監督のサポートをする。 

 

・・活動中のコーチは、落雷発生時は速やかに主催者と協議し、中止の申し入れをする。 

・・河川敷グランドで豪雨になった場合は、川から離れ土手などの高いところに避難する。 

   ※豪雨の後、一旦雨が止んだとしても上流は水かさが増している場合があります。充分気をつけましょう。 

■荒天時の判断目安(※参考：気象庁より) 

雨量／
時間 

予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 野外の様子 車に乗っていて 災害発生状況 

10～
20mm 

やや強い ざーざーと降る 
地面からの跳ね返りで足
元がぬれる 

地面一帯に水溜り
が出来る 

長く続くときは注意が必要 

20～
30mm 

強い どしゃ降り 傘をさしてもぬれる 
ワイパーを速くしても見づ
らい 

下水、小さな川があふれ小 
規模な崖崩れが起こる 

30～
50mm 

非常に強い 
（暴風雨） 

バケツをひっくり返したよ
うに降る 

傘はまったく役に立たなくな
る 

道路が川のようにな
る 

ハイドロプレーニング現象
が起こる 

山崩れ、崖崩れが起こり、危険地帯では
避難準備が必要 

50～
80mm 

滝のように降る 視界が悪くなる 多くの災害が発生する 

キタミ80活動中の災害発生時対応役割分担 
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避難について（特に遠征時） 
遠征時の避難誘導に関しては、そのエリアの災害対策情報を入手し、それに従ってください。 
なお、自動車の使用に関しては下記のように交通規制が敷かれるので、充分注意してください。 

※世田谷区HPより転載 



喜多見小学校周辺の 
広域避難場所 
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世田谷区の広域避難場所一覧（平成25年度改訂） 



18 

世田谷区の広域避難場所MAP（平成25年度改訂） 

番号 避難場所名 指定場所（抜粋）

59 砧公園・大蔵運動公園一帯 喜多見５(一部).６､岡本１.３

60 馬事公苑・東京農業大学一帯

142 成城学園一帯

160 きたみふれあい広場一帯 喜多見７.８.９

186 多摩川河川敷・二子橋一帯 宇奈根１.２.３､岡本２、鎌田１.２.３.４､喜多見１.２.３.４.５(一部)

喜多見小学校● 
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MEMO 


